
劣性突然変異

劣性突然変異 れっせいとつぜんへんい

 人間の遺伝的影響としての突然変異には、次の世代または次の次の世代に発現する突然変異と、最初
の２〜３世代では殆ど発現せず、その後の世代に徐々に遺伝的障害が蓄積して発現する突然変異とがあ
る。前者の突然変異を優性突然変異といい、後者の突然変異を劣性突然変異という。
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